
市長コラム  

皆さんこんにちは。
新しい年度が始まって、早くも１か月が経過し

ました。４月から新たな環境に飛び込んだ皆さん
も、そろそろ慣れてきたころではないでしょうか。
なかには、自分の置かれた状況が最初の思惑と違
ってしまい、戸惑っている方もいるかもしれませ
ん。しかし、まだ始まって１か月です。あまり肩
ひじを張りすぎるとストレスがたまりますので、
リフレッシュする時間を取り入れながら最善を尽
くしていただければと思っています。
さて、市では、４月から「朝霞市高齢者安心見

守り通報システム」事業を開始しました。これま
でも、病気などにより自分自身で緊急通報が困難
な１人暮らしの高齢者などを対象として「緊急通
報システム」を実施していましたが、この事業は、
安心・安全のまちづくりの観点から、健康に不安
を感じている高齢者にも同様のサービスを利用し

ていただけるよう新たに制度化したものです。具
体的には、おおむね６５歳以上の健康に不安を感じ
ている１人暮らしの高齢者または高齢者のみの世
帯で、機器の設置が適当と認められる方を対象と
し、急病などの緊急時に、身に付けているボタン
を押すだけで自動的に消防署に通報されるという
ものです。新しい制度の利用者の皆様には、自己
負担として月額５００円を頂くことになりますが、
日常生活における不安感を少しでも取り除いてい
ただければと考えています。
しかし、これはあくまでも補助的なものであり、

この制度ができたからといって、１人暮らしの高
齢者の不安がすべて取り除かれるわけではありま
せん。やはり、いざというときに近隣の方の協力
が得られると思える状況にあることが、何より大
切なことであると思います。ですから、もし、皆
さんの周りに１人暮らしの高齢の方がいらっしゃ
るとしたら、普段から積極的にコミュニケーショ
ンを図っていただきたいと思います。そうした協
力は、市にとりましても大変ありがたいことであ
ると同時に、「人を思いやる気持ち」が広がるこ
とで、より明るく暮らしやすい地域社会が形成さ
れていくことになると思うのです。
是非、皆さんのお力添えをお願いします。
それでは、また。
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危険物は、ガソリン、灯油、軽油などの燃料のほか、塗料、プ
ラスチック、化学繊維などの原料に幅広く利用され、私たちの生
活になくてはならないものとなっています。
しかし、危険物はひとたび取り扱いを誤ると多くの生命や財産
を一瞬で奪ってしまうおそれがあり、その安全確保は極めて重要です。
下記の期間は危険物安全週間となっていますので、この機会に
再度、危険物の取り扱い時における安全確保にご留意ください。
期 間／６月８日�～１４日�
標 語／「安全へ 確かなスマッシュ 保守点検」

問い合わせ／朝霞消防署消防課 �０４８―４６３―１１９０

平成２０年度「危険物安全週間」の実施について

身近な危険物取り扱い場所 「セルフスタンド」

セルフスタンドで給油する際には次の事に注意しましょう
・給油中は車のドアを閉める。
・給油作業は一人で行う。
・車のエンジンをかけたまま給油しない。
・給油中にライター、タバコなどに火を着けない。
・給油前に静電気をしっかり除去する。
（燃料キャップを開ける前には必ず静電気除去シートに触れること。）
・給油中にその場を離れない。
・ガソリンを容器に詰め替えない。（法律で禁止されています。）

特に、給油中に燃料が吹きこぼれる事故が発生しています。
〈適切な給油方法〉
①給油ノズルを止まるところまで確実に差し込む。
②給油ノズルのレバーを止まるところまで確実に引く。
③自動的に給油が止まったら、それ以上の給油はしない。
④給油後は、給油ノズルを確実に元の位置に戻す。
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この頃、「ＤＶ」という言葉をよく耳にするよ

うになりました。「ＤＶ」は、ドメスティック・
バイオレンスの略で、親密な関係にある人（配偶
者、内縁の夫・妻、婚約者、恋人など）から他方
への暴力のことをいいます。あなたが、次のよう
な暴力を夫やパートナーから振るわれ、苦痛に思
っていれば、それは「ＤＶ」です。
■身体に対する暴力 ■暴言をあびせるなどの精
神的暴力 ■性的暴力 ■経済的に圧迫する行為
これまで、夫やパートナーからの暴力は、夫婦

げんかや男女間のもめごととしか見られてきませ
んでした。しかし、様々な調査から、多くの人が
「ＤＶ」を経験していることが明らかになり、社会
問題としての対応が求められるようになりました。
問い合わせ／人権庶務課 内線２２５５
�０４８―４６３―２６９７（直通）

ひとの推移

人 口 １２万７，３０４人 （ － ３１人 ）

男 ６万５，４４４人 （ － ３９人 ）

女 ６万１，８６０人 （ ＋ ８人 ）

世帯数 ５万７，１１６世帯 （ ＋ ７７世帯）

平成２０年４月１日現在（ ）内は前月比
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